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修士論文要旨
１．緒言
　日本語による感覚表現は特徴的であり，主にオノマトペ
が用いられている．また布地の風合い計測は川端ら[1]に
よって作成された風合い計測技術KES（Kawabata 
Evaluation System）（以下KESシステム）が用いられて
いるが得られるのは客観的データのみであり，人の感性は
含まれていない．そこで，本研究は同一素材で柔軟性を変
化させた試料を用い，感覚表現としてのオノマトペと表現
される触感覚を関連付けることで，詳細な感覚表現の式を
作成することを目的とする．
２．方法
2-1．試料の作成
　試料は新生児の肌着４種類（エアニット，ガーゼ，フラ
イス，スムース）である．この４種類の素材を０回から50
回までの10回刻みで洗濯し，同素材で柔軟性を変化させ４
種類の素材×洗濯回数６群の計24枚の試料を作成した．
2-2．官能検査
　被験者24名（男性12名，女性12名，平均年齢22.7±1.7
歳）に試料をオノマトペで評価する官能検査を行った．試
料24枚受ける触感覚が20種類のオノマトペにどれほど当て
はまるかを７段階評価してもらった．
３．実験結果
3-1．洗濯による柔軟性変化とその測定
　柔軟性を測定するのには圧縮特性と摩擦特性の２つを採
用した．自動化圧縮試験機KES-FB3-AUTO-A（カトーテッ
ク株式会社）で圧縮係数４項目LC（圧縮かたさ），WC（圧
縮仕事量），RC（圧縮回復性），TO（厚み）を４回ずつ測
定し，平均値を採用した．（図１）摩擦特性はハンディート
ライボマスター Type:TL201Ts（トリニティーラボ）を使
用し，摩擦係数３項目の静止摩擦係数，動摩擦係数，ざら
つきを５回測定し，その平均値を採用した．
　得られたデータを一元配置分散分析とチューキークレー
マーの方法による多重比較検定を行った．その結果，エア
ニットのLC，RC，ざらつきを除いた全ての試料，項目で
有意差が認められた．（p<0.05）このことから，洗濯によっ
て柔軟性に変化が認められたと言える．
3-2．試料によるオノマトペ評価の差と重回帰分析
　試料によりオノマトペによる評価に有意差があるか一元
配置分散分析とサイダックの方法で多重比較検定を行った．
いずれもp<0.05で有意差がでた．これにより，オノマトペ
による評価が試料ごとに有意差があった．
　オノマトペ20種類を目的変数に，圧縮係数と摩擦係数を
説明変数として増減法で重回帰分析を行った．得られた回
帰式は半数以上が修正R2>0.5の高い精度を持っていた．最
も高かったものは「ぷくぷく」の回帰式であった．
　「ぷくぷく」=-2.1＋3.73*（LC）＋1.76*（TO）＋8.65*
（静摩擦係数）-18.61*（動摩擦係数）-0.9*（ざらつき）
修正R2=0.94でとても当てはまりの良い回帰式になった． 
LC，TO，静摩擦係数，動摩擦係数はいずれもp<0.05とな
り，LC，TO，静摩擦係数，動摩擦係数が強い説明力を持っ
ていると言える．
４．考察
　洗濯で圧縮特性と摩擦特性を変化させたが，単一的な傾
向とは言えないが洗濯回数による劣化を認めることが出来
た．また少ない洗濯回数では逆に繊維がほぐれることで，圧
縮特性と摩擦特性の上昇が見られた．
　回帰式について，精度が高かったものの多くはLC，TO，
動摩擦係数，静止摩擦係数が強い説明力を持っていること
がわかった．また，精度が高い「ふわふわ」，「もこもこ」，
「もふもふ」，「ぷくぷく」，「もちもち」の４つの回帰式はい
ずれもLC，TO，静止摩擦係数の値が上がり，動摩擦係数
が下がるほどそれぞれのオノマトペの印象が強くなるとい
うことがわかった．つまり「もこもこ」などのオノマトペ
はかたさと，厚みがあり，触った時に抵抗を感じる布地に
対して表現される．
　オノマトペを回帰式で表現することで感覚表現と触感覚
との関連性を明らかにした．KESシステムを始めとする風
合い計測の数値データに対して，感覚表現であるオノマト
ペを組み合わせることでより感性評価としての指標として，
本研究の方法が妥当であると言える．
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